
最新の撮影技術により、X線レントゲンと同等の被ばく量

で胸部3次元CT検査を受けることができます。

• 一度に広範囲のCT検査を行うことができます。

• 最新の被ばく低減技術を搭載していますので、

安心してCT検査を受けていただくことができ

ます。

• 高精細な64断面の画像データ収集にて、これ

までの輪切り画像だけではなく、任意の角度の

断面像や3次元画像での画像評価が可能です。

＝

最新鋭 64列マルチスライスCT

当院では、更なる低被ばく撮影を可能とした最新鋭の高性能64列

マルチスライスCT装置を導入しました。(ドイツ・シーメンス製)

病気の早期発見や精密診断が可能です。

64列マルチスライスCT装置

前田脳神経外科

CBF
（脳の血の流れ）

Tmax
（血流の遅れ）

CT検査では、脳の中の状態をさまざまな画像から確認

しています。脳の断面だけでなく、必要に応じて細かな

血管の形や血の流れ・量など、脳の状態を詳しく検査

することで、早期発見や正確な診断に役立てています。

脳血管画像（正面） 脳血管画像（側面）

ペナンブラ
（早期治療で救済可能な領域）

*急性期脳梗塞に対して、術前に右中大脳動脈閉塞部と同時に虚血巣を診断した例です


	スライド 1: 最新鋭 64列マルチスライスCT

